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山岡 光広 

甲南町森尻 16 
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６
月
議
会
は
、
24
日
最
終
日
を
迎
え
ま
す
。
世
論
と
運
動
が
追
い
つ
め
て
い
る
な
か

「
国
際
平
和
支
援
法
案
」
、「
平
和
安
全
法
制
整
備
法
案
」
・「
戦
争
法
案
」
に
つ
い
て
、

小
西
議
員
が
15
日
の
一
般
質
問
で
市
長
に
質
問
し
ま
し
た
。（
概
要
を
紹
介
し
ま
す
） 

ま
た
、
日
本
を
「
海
外
で
戦
争
す
る
国
」
に
す
る
「
国
際
平
和
支
援
法
案
」、「
平
和

安
全
法
制
整
備
法
案
」
の
廃
案
を
求
め
る
意
見
書
の
提
案
説
明
を
し
ま
し
た
。
こ
の
採

決
は
24
日
に
行
わ
れ
ま
す
。 

市
民
の
み
な
さ
ん
の
な
か
に
も
反
対
の
人
が
多
く
お
ら
れ
ま
す
が
「
ま
さ
か
日
本
を

戦
争
す
る
国
に
な
ん
て
、
ほ
ん
と
で
す
か
？
」
と
思
っ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。 

 
 

今
こ
の
戦
争
法
案
の
た
た
か
い
は
、
戦
争
か
平
和
か
、
日
本
の
国
の
あ
り
方
、
命
運

の
か
か
っ
た
歴
史
的
な
た
た
か
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

考
え
方
・
思
想
・
信
条
・
党
派
の
違
い
を
超
え
「
戦
争
反
対
」
の
１
点
で
の
共
同
行

動
に
し
て
い
き
廃
案
に
追
い
込
み
ま
し
ょ
う
。 

日
本
共
産
党
は
、
反
戦
平
和
貫
い
た
党
と
し
て
廃
案
に
向
け
が
ん
ば
り
ま
す
。 

 

  6 月 15 日の小西議員の一般質問での、

戦争法案に関する市長答弁の概要を紹介

します。（裏面に続く） 

 

質問① 戦後 70 年の節目の年にあたり、戦争に対

する歴史認識が大きな焦点となっている。先の党首

討論でも議論されたが、先の戦争に対し「正しい戦

争」か「間違った戦争」か、どういう認識をもって

いるのか。またポツダム宣言に対する認識を問う。 

 

市長 先の大戦から、悲しみと歴史における反省を

踏まえて不戦を誓い、戦争放棄と一切の武力行使を

排除してきた。今年は、戦後７０年目という大きな

節目となり、過去を振り返り、二度と過ちを犯して

はいけないと硬く誓い、戦争の無益さ、悲惨さ、残

酷さを次世代に伝えるとともに、今ある繁栄は、国

難に殉じた、尊い犠牲の上にあることを留めおく必

要があると考える。 

 「ポツダム宣言に対する認識」は、昭和２０年８

月１４日に受諾した、「日本軍の無条件降伏」か「日

本の完全なる壊滅」かの選択肢しかない、１３か条

からなる宣言と承知している。 

受諾後にもかかわらず、アジア・太平洋戦争の最

後の空襲となる秋田県の土崎空襲により２５０人

の民間人が亡くなり、２００人の負傷者が出た。こ

の空襲は、８月１４日２２時３０分から翌８月１５

日午前３時３０分まで続き、その様子は、１９８１

年に刊行された絵本「はまなすはみたー土崎空襲の

はなし」によって語り継がれている。きわめて何を

言わんかを察していただきたいと思う。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

質問② 法案の本質は、米国のあらゆる戦争に自衛隊を参戦さ

せ、日本を「海外で戦争する国」にするもので、戦後日本の安

全保障政策を百八十度転換し、憲法と立憲主義を踏みにじるも

のである。憲法 9条の重要性を強調しておられる市長として、

今法案についての所見を問う。 

 

市長 国政のことでもありますので讅議に基づいて平和主義を

根幹から問い直し、議論を行っての結果、国民の支持を得て決

定されるものであって、この場で市長としての所見を申し述べ

ることは適切でなく、差し控えさせていただきたい。 

ただし、戦後日本の平和国家としての歩みを傷つけてはいけ

ないと危機感を感じるものである。 

 

質問③ いま党派や立場、思想信条の違いをこえて反対の声が

広がっている。与党内部からも批判の声があがっており、党派

を超えた国民的共同で、絶対に阻止しなければならないと考え

る。市長としても国に強く働きかけるべきと考えるが、どうか 

 

市長 国政のことでもあるので、一市長として国へ直接働きか

けをすることは差し控えるが、主権在民の立場で幅広い意見を

収れんしながら、普通の国をめざす立場より、国会において、

法案について十分なご議論をいただきながら、国民の総意のも

とに方向付けられることが何より肝要であると考えている。 

 過去の過ちを繰り返さないのが、賢明なるみずほの国より続

いている 2000 年民族の誇りだという思いをしている。 

 

安
倍
晋
三
政
権
が
今
国
会
で
の
成
立
を
ね
ら
う
戦
争
法
案
を
め
ぐ

り
、
潮
目
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
憲
法

学
者
を
先
頭
に
し
た
憲
法
違
反
の
法
案
だ
と
い
う
批
判
に
政
府
が
ま

と
も
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
国
民
の
間
で
は
「
今
国
会
で
成
立
さ

せ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
声
が
８
割
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

国
会
周
辺
で
も
全
国
各
地
で
も
、
戦
争
法
案
反
対
の
集
会
や
パ
レ
ー

ド
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。
憲
法
違
反
の
法
案
を
強
行
す
る
の
は
、

立
憲
主
義
に
も
、
民
主
主
義
に
も
反
す
る
も
の
で
す
。
違
憲
の
戦
争
法

案
は
、
国
会
の
会
期
延
長
な
ど
せ
ず
、
廃
案
に
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

「武
力
行
使
と
の
一
体
化
」の
点
で
も
、
こ
れ
ま
で
憲
法
上
行
使
で
き
な
い
と
し
て
き

た
集
団
的
自
衛
権
を
憲
法
解
釈
を
乱
暴
に
変
更
し
て
認
め
る
点
で
も
、
憲
法
違
反
が

明
ら
か
な
法
案
で
す
。
憲
法
は
戦
争
を
放
棄
し
、
武
力
の
行
使
を
認
め
て
い
ま
せ
ん
。

戦
争
法
案
が
憲
法
に
違
反
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り､

数
多
く
の
憲
法
学
者
や
法
律

家､

日
本
弁
護
士
連
合
会
な
ど
か
ら
批
判
の
声
が
相
次
い
で
い
る
の
は
当
然
で
す
。 

 

４
日
開
か
れ
た
衆
院
の
憲
法
審
査
会
で
、
与
党
の
推
薦
し
た
参
考
人
を
含
む
３
人
の

憲
法
学
者
が
そ
ろ
っ
て
戦
争
法
案
は
憲
法
違
反
と
指
摘
し
た
の
は
、
戦
争
法
案
を
め
ぐ

る
潮
目
の
変
化
に
つ
な
が
る
出
来
事
で
し
た
。 

 
安
倍
内
閣
と
与
党
の
自
民
・公
明
は
あ
わ
て
て
、
「
憲
法
の
番
人
は
最
高
裁
判
所
で
あ

り
、
憲
法
学
者
で
は
な
い
」
（高
村
正
彦
自
民
党
副
総
裁
）な
ど
と
い
い
だ
し
、
半
世
紀

以
上
も
前
の
砂
川
事
件
判
決(1

9
5

9

年
１
２
月)

を
持
ち
出
し
て
き
ま
し
た
が
、
判
決
は

日
本
に
駐
留
す
る
米
軍
が
憲
法
に
違
反
す
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ

自
体
に
つ
い
て
も
最
高
裁
は
判
断
せ
ず
、
集
団
自
衛
権
に
つ
い
て
は
一
言
も
ふ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
国
会
の
特
別
委
員
会
な
ど
で
こ
の
こ
と
が
批
判
さ
れ
る
と
、
中
谷
元
・
防
衛

相
も
、
政
府
が
集
団
的
自
衛
権
を
認
め
た
昨
年
の
閣
議
決
定
は
「判
決
そ
の
も
の
を
根

拠
と
し
て
い
な
い｣

と
認
め
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た｡  

 

昨
年
の
閣
議
決
定
は
も
と
も
と
集
団
的
自
衛
権
は
行
使
で
き
な
い
と
な
っ
て
い
た
７

２
年
の
政
府
見
解
を
、
「安
全
保
障
環
境
の
変
化
」を
口
実
に
結
論
だ
け
逆
に
し
た
も
の

で
す
。
国
会
で
は
「安
保
環
境
の
変
化
」と
は
何
か
、
い
つ
変
わ
っ
た
か
と
再
三
追
及
さ

れ
て
も
政
府
は
ま
と
も
に
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
解
釈
変
更
に
道
理
が
な
い
の
は､
明
白

で
す｡  

 

肝
心
の
憲
法
問
題
で
政
府
の
説
明
が
こ
ん
な
具
合
だ
か
ら
、
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
世

論
調
査
で
も
戦
争
法
案
へ
の
支
持
は
広
が
り
ま
せ
ん
。
先
週
末
発
表
さ
れ
た
時
事
通

信
の
調
査
で
も
、
戦
争
法
案
「廃
案
」と
「今
国
会
に
こ
だ
わ
ら
ず
慎
重
に
審
議
」を
あ

わ
せ
８
割
以
上
で
す
。
集
団
的
自
衛
権
の
「限
定
」行
使
に
賛
成
し
て
い
る
「読
売
」の
調

査
で
も
今
国
会
成
立
に
「
反
対
」が
５
９
％
と
前
回
よ
り
増
え
て
い
ま
す
。
憲
法
違
反
の

う
え
、
国
民
が
納
得
し
て
い
な
い
法
案
を
強
行
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

と
め
よ
う
集
ま
ろ
う
国
会
へ 

 

国
会
周
辺
や
全
国
各
地
で
は
戦
争
法
案
反
対
の
行
動
が
日
に
日
に
広
が
り
、
「
６
０

年
安
保
闘
争
以
来
」の
声
さ
え
上
が
る
ほ
ど
で
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
安
倍
政
権
は
２

４
日
ま
で
の
国
会
の
会
期
を
大
幅
に
延
長
し
、
次
の
国
会
に
持
ち
越
す
の
で
は
な
く､

強
行
採
決
も
辞
さ
ず､

な
ん
と
し
て
も
今
国
会
で
の
成
立
を
と
、
暴
走
に
拍
車
を
か
け

て
い
ま
す
。 

 

「と
め
よ
う
戦
争
法
、
集
ま
ろ
う
国
会
へ
」―

国
民
の
世
論
と
行
動
を
盛
り
上
げ
る
正

念
場
で
す
。 

 

 14 日（日）800 人が参加、大津市膳所公園で「許さない戦争する国づく

り県民集会が開かれました。甲賀市からも、安井・小西議員をはじめ水口、

甲賀、土山、信楽などから多くの人が参加しました。 

 また、この集会には、宮本たけし衆議院議員をはじめ、真宗大谷派の僧

侶や、あいばの平和運動連絡会、女性や弁護士のリレートークで「戦争反

対」を訴えました。 

中嶋市長からは、メッセージが寄せられました。 


